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平
成
二
十
三
年
十
二
月
定
例
会 

建
設
企
業
委
員
会
委
員
長
報
告 

 
六
番 
小
林 

治
晴
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
か
ら
、
本
市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
建
設
企
業
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
諸
議
案
の
審

査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
建
設
企
業
委
員
会
決
定
報
告
書

の
と
お
り
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
委
員
会
に
お
い
て
論
議
さ
れ
、
市
当
局
に
要
望
い
た
し
ま
し
た
主
な
る
事
項
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

初
め
に
、
議
案
第
九
十
号 

平
成
二
十
三
年
度
長
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
、
歳
出
、
第
八

款
土
木
費
、
第
五
項
土
地
区
画
整
理
費
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

長
野
駅
周
辺
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
事
業
開
始
以
来
十
九
年
目
を
迎
え
、
集
団
移
転
方
式
に

よ
り
事
業
推
進
を
図
る
中
で
、
本
年
十
一
月
末
現
在
の
仮
換
地
指
定
率
は
七
十
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

建
物
移
転
率
は
七
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
公
共
施
設
整
備
率
は
五
十
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
な
ど
、

お
お
む
ね
順
調
に
事
業
が
進
展
し
て
お
り
ま
す
。 

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
権
利
者
の
移
転
を
促
進
す
る
た
め
、
十
一
棟
の
建
物
等
移
転
補
償
費
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
集
団
移
転
方
式
に
よ
る
整
備
を
進
め
、
事
業
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

都
市
計
画
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
も
早
急
に
進
め
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
都
市
整
備
部
の
所
管
事
項
の
う
ち
、
権
堂
Ｂ
１
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。 

さ
き
の
都
市
計
画
審
議
会
で
は
、
再
開
発
計
画
案
が
可
決
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

市
は
事
業
者
と
協
議
を
行
い
、
事
業
規
模
や
事
業
費
な
ど
を
見
直
す
と
と
も
に
、
権
堂
地
区
再
生
計
画

に
お
け
る
位
置
付
け
な
ど
を
明
確
に
し
た
上
で
、
来
年
二
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
都
市
計
画
審
議
会
に

再
度
諮
問
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

つ
い
て
は
、
権
堂
地
区
再
生
計
画
に
お
け
る
位
置
付
け
を
再
検
討
す
る
に
当
た
り
、
空
き
店
舗
対
策
、

ま
た
勤
労
者
女
性
会
館
し
な
の
き
と
の
連
携
や
機
能
分
担
、
そ
し
て
駐
車
場
対
策
な
ど
、
更
に
多
面
的

か
つ
詳
細
な
検
討
を
行
う
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
建
設
部
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
二
点
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
点
目
は
、
中
山
間
地
域
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

現
在
、
有
効
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
市
道
の
改
良
率
は
、
市
全
体
で
は
約
四
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
の
に
対
し
、
中
山
間
地
域
で
は
約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

中
山
間
地
域
に
は
狭
あ
い
道
路
が
多
く
残
さ
れ
た
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
安
全
面
や
防
災
の
観
点
か

ら
も
、
中
山
間
地
域
の
道
路
改
良
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。 
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二
点
目
は
、
既
存
ダ
ム
の
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

市
内
に
は
、
裾
花
ダ
ム
を
初
め
、
県
や
電
力
会
社
が
所
管
す
る
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
全
て
耐
震
設

計
と
構
造
計
算
に
基
づ
き
設
計
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
国
で
は
三
月

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
な
ど
を
受
け
、
市
内
の
ダ
ム
を
含
め
た
四
百
基
を
超
す
ダ
ム
の
臨
時
点
検

を
行
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
流
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ダ
ム
の
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
、
随
時
点
検
を
行
う
こ
と
を
県
な
ど
に
働
き
掛
け
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
上
下
水
道
局
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
二
点
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
点
目
は
、
水
源
保
全
対
策
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

今
日
、
水
資
源
の
確
保
を
目
的
と
す
る
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
買
収
事
例
が
、
県
外
で
散
見
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
県
内
の
佐
久
地
域
な
ど
で
は
、
地
下
水
の
水
源
保
全
を
目
的
と
し
た
条

例
制
定
に
向
け
た
動
き
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
水
源
保
全
は
、
本
市
に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
で
あ

り
ま
す
の
で
、
先
を
見
据
え
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。 

 

二
点
目
は
、
千
曲
川
流
域
関
連
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

現
在
市
で
は
、
下
水
道
十
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年
度
の
全
戸
水
洗
化
を
目
指
し
て

鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
更
北
、
川
中
島
、
篠
ノ
井
、
松
代
地
区
の
一
部
な
ど
を
含
む
千
曲
川

流
域
関
連
公
共
下
水
道
の
上
流
処
理
区
の
面
積
整
備
率
は
、
他
の
処
理
区
に
比
べ
低
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。 上

流
処
理
区
は
、
人
口
が
集
中
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
の
整
備
を
目
指
し
て
事

業
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。 

 

以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 


